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アル イン コ FM トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 価 能 を 充分 に 発揮 ご せる た め に 、 こ の 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読 あ いた だ く よ う お 願 
いい た し ます 。 ア フタ ー サ ービス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 必 
ず 保 存 し て お いて くだ さい 。 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 9 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 
また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


JJ ルイ つ コ 株 式 会 社 


安全 上 の ご 注意 


を 安全 上 の ご 注意 $$ ぐ $ 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 の 前 に お 読み く 


だ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた 症 ぎ 、 あ な た や 他 の 人 々 
へ の 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て い 
ます 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 
文 を お 読み くだ さい 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また 
は 重傷 を 人 劉 う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 
を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また 
は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負 
う 可 能 性 が 想定 され る 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 
想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


八 記 号 は 、 注 意 (危険 警告 含む ) を 促す 内 容 が ある こと を 告 
げ る も の で す 。 

図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 
〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ちる こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か われ て いま す 。 
倫 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC ア ダブ プター を コ 
ン セ ント か ら 抜 いて いた だ く 強 制 内 容 ) が 描か れ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 要因 に て 通信 等 の 機会 
を 失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 
責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 
に ニーー 
計 『 コ 
一 使 用 環境 ・ 朱 件 
邊 動車 等 の 運転 中 に 使用 し な いで くだ さい 。 交通 事故 の 原因 と な り 


ます 。 

運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 に 止め て か ら ど 使用 くだ さ 
い 。 携帯 型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 交通 法 違反 で 
罰せ られ ます 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障 
害 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


の ) 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮膚 に 傷害 を 起こ 
す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 で は 絶 
対 に 使用 し な いで くだ さい (電源 も 入れ な いで くだ さい )。 
運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 医療 
機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の み で す 。 


この 製品 を 人 命 下 助 等 の 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故障 ・ 誤 動作 等 が 
原因 で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は その 
責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 字 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 字 数 台 使用 
し な いで くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原 
因 と な り ま す 。 ・ 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使 
用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 
元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで く 
だ さい 。 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


の あの の の あの 


安全 上 の ご 注意 


し 』 


還 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 
イヤ ホン を 使用 する 場合 あらかじめ 音量 を 下げ て くだ さい 。 助力 


障害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


この トランシーバー は 調整 済み で す 。 分解 ・ 改 造 し て 使用 し な いで 
くだ さい 。 次 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


布 や 布団 で 履 っ た り し な いで くだ さい 。 再 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 
し た り 、 次 災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状 
態 で ご 使用 くだ さい 。 


の 【 な バー 


SN 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 ま た ぬら さ な い よう に ご 
SA 注意 くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 氷 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 
こぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


の 』 の 』 


ジャ ー の 取扱 い に つ いて 
指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 堆 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


し 


攻 チ ャ ー 


チャ ー ジ ャ ー の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 し な いで くだ さい 。 
加熱 ・ 発 火 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター に 触れ た り 、 抜 き 差 し し 
な いで くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


チャ ー ジ ャ ー の ACG アダ プター を 、AC コ ン セ ント に 確実 に 差し 込ん 
で くだ さい 。AC ア ダ プ ター の 刃 に 釜 具 な ど が 触れ る と 、 火 ※ 災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ プター の 丸 に 、 ほ こり が 付着 し た まま 使用 
し な いで くだ さい 。 シ ョ ー ト や 加熱 に より 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


の あの の の 


是 安 定 化 電源 の 使用 に つい て 


指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


安全 上 の ご 注意 


安定 化 電源 の 電源 プラ グ と 他 の 製品 の 電源 プラ グ を タコ 足 配線 し 
な いで くだ さい 。 


ぬれ た 手 で 安定 化 電源 の 電源 プラ グ に 触れ た り 、 抜き 差し し な いで 
くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


さい 。 電 源 プ ラグ の 刃 に 金属 な ど が 触れ る と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 
原因 と な り ま す 。 


DC ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 す 
る こと は 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な 
り ま す 。 


《》 安定 化 電源 の 電源 プラ グ を AC コ ン セ ント に 確実 に 差し 込ん 々 で くだ 


画 シ ガー ライ ター ケー ブル の 使用 に つい て 
弊社 指定 の シガー ライ ター ケー ブル を お 使い くだ さい 。 指定 以外 の 
(0 も の を 使う と 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で シガー ライ ター ケー ブル に 触れ な いで くだ さい 。 感電 の 
原因 と な り ま す 。 


一 異常 時 の 処置 に つい て 
以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 
チャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント 
か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 危 険 で すか 
ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


画 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 

画 活 と し た り 、 ケ ー ス を 破 損 し た り し た と ぎ 

田 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

較 AC じ アダ ブタ ー の コー ド が 塩 ん だ と き (芯線 の 中 出 や 断線 な ど ) 


画 保 守 ・ 点 検 
本 体 や アク セ サ リ ー は 、 分 解 し な いで くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 障 
( の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また 
は 当社 サー ビス セン ター に ご ど 依頼 くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


人 注意 


画 使 用 環境 ・ 楽 件 
テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障 害 を 与え た 
り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 置か な 
いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 温 
度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 部 の 温度 が 上 が り 、 
ケー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 当たる よう な 場所 に は 置か 
な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


Q ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ 


画 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 
アン テ ナ を 誤っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さい 。 


/ マ イク ロホ ン 以 外 は 接続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を 0FF 
に し 、 電 池 を と り は ず し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は AC ア ダ 
プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ さい 。 


〇 ① 外部 スピ ー カ ー / マ イク ロホ ン 端 子 に は オブ ショ ン の スピ ー カ ー 


田 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 
チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター を 抜く と き は 、 コ ー ド を 引っ 張ら な 
いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 必 
ず AC ア ダ プ ター を 持っ て 抜い て くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


〇 ① チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダ プ ター を 熟 器 具 に 近づけ な いで くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


画 保 守 ・ 点 検 
お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 すず 本体 の 電源 を 0FF に し て 、 電 池 を 
と り は ず し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC 
コン セン ト か ら 抜 いて くだ ささ い 。 


アル コー ル ・ シ ン ナ ー・ 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する 恐 


《》 汚れ た 場合 は 落 ら か いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 ベン ジン ・ 
れ が あり ます 。 


番外 部 電源 使用 時 の 注意 
車 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 場合 に は 、 オ プシ ョ ン の シガー 
DC/DC コ ン バ ー タ ー(EDH-33) を ご 使用 くだ さい 。 


外部 電源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て か ら 
お こ な っ て くだ さい 。 
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1. 機 能 と 特徴 


ES 


中 1. 機能 と 特徴 


! 
放 


人 OO 半生 


男 小 型 軽 華 ボ ディ で 最大 2W の 送信 出力 

田 38 種 類 の CTCSS トー ンス ケル チ ヂ 機 能 

男 VOX 機 能 

画 発 信 機 探索 機能 

証 ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機能 

還 芽 信 を 知ら せる ベル 機能 

置 3 種類 の スキ ャ ン 機 能 

画 ク ロー ン 機 能 

画 防 水 頑 丈 ボディ [JIS 保護 等 級 7 ( 防 浸 形 ) 相当] 


防水 設計 で は あり ます が 、 図 の よ 
うな ご 使用 は 避け て くだ さい 。 な 
お 、 水 、 寺 等 が 付い た と き は 手 早 
く 点 寺 取 っ て くだ さい 

外部 接続 端子 (イヤ ホン 、 マイ ク 、 
外部 電源 ) を 使用 し て いる 間 、 ま 
た 電池 カカ バー や ゴム キャ ッ プ を 
開け た まま に し て お く と 防水 に 
は な り ま せん 。 ご 注意 くだ さい 。 


1-1 標準 付属 品 ' 


・EBP-60( リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク ) 

・ EDC-138A (急速 充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト ) 

・ アン テ ナ 

・ ベ ルト クリップ 
・ ハ ンド スト ラッ プ 

・ 取扱 説明 書 

・ 保 証書 
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2-1 付 属 品 の 取り 付け ・ 取 り 外 し か た 


2-1-1 アン テ ナ 


請 アン テ ナ の 根元 を 持ち 、 時 
計 方 向 ( 右 ) に ゆっ くり と 回 M 
し ます 。 ー、 
回 転 が 止 まり まし た ら 確 実に 取り 
付け た こと を 確認 し て くだ さい 。 


店 取り 外す と き は 、 ア ン テ ナ を 
反 時 計 方 向 ( 左 ) に ゆっ くり 
と 回 し ます 。 


2-1-2 ハン ドス トラ ッ プ 
請 ハン ドス トラ ッ プ を 本 体 上 
後面 部 の 穴 に 、 図 の よう に 
取り 付け ます 。 


ら . 付属 品 


2-1-3 ベル トク リッ プ 


調 ベル トク リッ プ を 本 体 背面 ベル トク リッ プ 

の 図 の 位置 に 置き ます 。 の 2 
困 ネジ を 時 計 方 向 ( 石 ) に 回 し 

ます 。 る の と 

回 転 が 止 まり まし た ら 確 実に 取り 

付け た こと を 確認 し ます 。 


取り 外す と き は 、 ネ ジ を 反 時 
計 方 向 ( 左 ) に 回 し ます 。 


2-1-4 バッ テリ ー の 入れ 方 、 
バッ テリ ー の 種類 を 変更 し た 場合 は 、 必 ず バ ッ テ リ ー タ イプ の 設定 
を 変更 し て くだ さい 。(mr3 ヨ dd ページ) 


@ り リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク の 入れ 方 


請 ロッ ク を 外し て カバ パー を 開 
け ま す 。 


本 機 に リチウム イオ ン バ ッ 
テリ ー パ ッ ク を 装着 し ます 。 
バッ テリ ー パ ッ ク は 、 つ め の 位 置 
を 確認 し て 、 端 子 が 奥 に な る よう 
に 挿入 し て くだ さい 。 


カバ ー を 閉め て ロッ ク を か け ま す 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
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ら . 付属 品 


注意 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パック (EBP-60 ) 使用 上 の 注 門 

オプ ショ ン の 充電 池 、 バ ッ テ リ ー パ バック は 出荷 時 に は 充分 充電 ご 

れ て お り ま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 充 宮 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 

・ 充 忠 は 0Cー40C の 温度 範 胃 内 で お こ な っ て くだ さい 。 

-・ バッ テリ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 や 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で 
すか らし な いで くだ さい 。 

・ バッ テリ ー バ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 
機器 が 損傷 し た り 、 バ ッ テ リ ー の 発熱 に よる 火傷 の 恐れ が あり 
ます 。 

・ 必要 以 上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 電 ) は 避け て くだ さい 。 バッ テリ ー 
パッ ク の 性 能 を 低下 させ る 恐れ が あり ます 。 

・ バッ テリ ー パ ッ ク の 保存 は 、 一 G20 で ー+45C の 範囲 で 混 度 が 
低く 乾燥 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 そ れ 以 外 の 温度 や 極端 に 
湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 泥 液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 原 
因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 

・ 所 定 の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 徐 し く 短い 場合 は 寿命 が つき 
た も の と 思わ れ ま す 。 新しい も の に お 取替え くだ さい 。 

・ ご 使用 済み の バッ テリ ー バ パッ ク は 、 環 境 保護 の た め 、 燃 えな い 

ゴミ と いっ し ょ に 捨て ず に 、 電 池 回収 協 力 店 へ 持参 くだ さい 。 


@. 付属 品 


念 単 三 アル カリ 電池 の 入れ 方 


ロッ ク を 外し て カバ ー を 開 
け ま す 。 


市 販 の 単 三 電 池 ら 本 を 、 ケー 
ス 内 側 の 「+」、「 一 」 の 表示 
に し た が っ て セッ ト し ます 。 

カバ ー を 閉め て ロッ ク を か け ま す 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


単 三 電池 使用 上 の 注意 
・ エ /ー の 向き が 違わ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
注意 . 電池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使用 し て くだ さい 。( 大 容 暑 の ア 
ルカ リ 電 池 の 使 用 を お すす めし ます 。) 
長期 間 使用 し な い 場 合 は 電池 を 取り 外し て くだ さい 。 
・ 電池 の 交換 は 、 外 部 赴 源 を 外し 、 本 機 の 電源 を 0FF に し て か ら 
行っ て くだ さい 。 
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2 の fo 


a. 付属 品 ら . 付属 品 


2-2 バッ テリ ー パ ッ ク の ショ ー ト 防止 の ご 注意 


2-4 リチウム イオ ソン バッテリー パ ッ ク ( EBP-60 ) の 充電 方 法 


バッ テリ ー バ パッ ク を 持ち 運 記 と き に は 、 端子 本 3 

( 端子 を ショ ー ト させ な いよ うに 注意 し て ( 1) Pe 

| くだ さい 。 科 、 付 必 の 充 器 詳 は 、 当 社 の リチウム イオ ン (Liion) バッ テリ ー バ ッ 
二流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起こ す 久 注意 。 ク 専用 で す の で 他 の 充電 式 電 池 や 乾電池 の 充電 に は 絶対 に 使用 
が あり ます 。 1 し な いで くだ さい 。 


- 付属 の 充電 器 を 他 の 機器 の 電源 と し て 使用 し な いで くだ さい 。 

・ AC ア ダ プ ター や 充電 器 を 分 解 し な いで くだ さい 。 

・ 金属 片 や 針金 、 ピ ン 等 が 充電 器 内 部 に 入っ た り 、 充 電 端 子 を 
ショ ー ト させ た り し な い 様 十分 に ご 注意 の 上 、 お 子 さ ま の 宇 の 


2-3 バッ テリ ー バ ッ ク の 保管 に つい て “ 届 Dg い と ころ へ 吉 置 し て くだ さい 。 


暖房 粒 の 近く や 直射 日 光 の 当たる 場所 な ど 高 漁 に な る 所 、 ま た 


バッ テリ ー パ ッ ク を 保管 する と き は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 2 
も な る べく 閉 燥 し た 日 光 の 当たら な い 所 を お 選び くだ さい 。 
@ 充 電 太 法 
還 初め て お 使い に な る 前 に 充 軸 緑 シー ト 


電 ス タン ド 裏 側 に ある 連結 
ーー 用 端子 に 、 安 全 の た め 付属 
金属 物 を 一 緒 に し て カバ | 金属 メッ キ し て いる 布 に 包 | 釘 や 画 夕 な どの 金属 類 に の 絶縁 シー ト を 貼り ます 。 

ン な ど に 入れ な いで くだ | ん だ り 、 内 側が 金属 加工 の | 端子 を 触れ させ た り 、 電 気 

Sa の カバ ン な ど に 直接 入れ た り | を 通す 物 が ある 場所 に 置 


し な いで くだ さい 。 | か な いで くだ さい 。 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 で | 電気 を 通さ な い 物 な ど を 敷 
包ん で くだ さい 。 いて か ら 、 置 いこ に く だ さい 。 
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ら . 付属 品 


付属 の AC ア ダ プ ター 
の プラ グ を 充電 器 の 
INPUT 端 子 に 差し 込 
み ま す 。 


トラ ン シ ー バ ー 


AC ア ダ プ ター を 家庭 49 ア ダフ ター 
用 電源 AC10OV の コ ie 
ン セ ント へ 接続 し ます 。 ーー ルター 

回 無線 機 本 体 に Liion の 
バッ チリ ー バ パック る 装 (|emnaee 
着 し ます 。 MA 


充電 
無線 擁 の 電源 は 必ず OFF に イツ ッッ ー タ ー (EDC-138A/R) 
し て くだ さい 。 


無線 機 本 体 を 図 の よう に スタ ンド に 挿入 し ます 。 


回 充電 器 の 充 宣 イン ジ ケ ー タ ー が 赤く 点灯 し 充電 が 開始 
され ます 。 

充電 が 完了 する と 充電 イン ジ ケ ー タ ー が 消灯 し ます 。 

急 充 鶴 時 間 

この 充電 器 が 使用 で きる バッ テリ ー パ ッ ク と その 充電 時 間 は 次 の 通 

り で す 。 

電池 容量 充電 時 間 


充電 時 間 は 周囲 の 温度 や 充電 状態 に より 異な り ます 。 


参考 : 

・ 本 機 と 同じ 形状 の 筐 体 を 使う 特定 小 電力 無線 機 DD-R100D、P24, 
P25 シ リー ズ 他 の 充電 器 で は 、 本 機 の 充電 は で きま せん 。 

充電 電圧 も 、 充 電 ス タン ド の 回 路 構 成 も 異な る た めで す 。 


・ 同 様 の 理由 で 、 外 部 電源 端子 で 充電 で きる 特 小 無線 機 と は 異な り 、 
本 機 で は 外部 電源 端子 か ら 給電 し て も バッ テリ ー パ ッ ク は 充電 で きま せん 。 


ら . 付属 品 


充電 時 の ご 注意 
較 . 半 注 中 は 、 手 弧 村 の 電源 を 必ず OFF に し て くだ さい 。ON で は 充 
注 世 電 で きま せん 。 
. この 充電 器 は 、 周 囲 温度 が 0 むー+40 じ の 範囲 で 充電 で きる よ 
うに 設計 され て いま す 。 と この 範囲 外 で は 電池 が 充電 出来 な い 場 
合 が あり ます 。 
. 電池 の 板 性 に 十分 注意 を し て 、 逆 方 向 に は 絶対 に 挿入 し な いで 
くだ さい 。 
. 長 時 間 使 用 に な ら な いと き は 、AC ア ダ プ ター を コン セン ト 
か ら 抜 いて 下さ い 。 ま た 、 無線 機 は 充電 スタ ンド か ら 取 り 外し 、 
電池 を 抜い て 涼し い 暫 燥 し た 場所 で 保管 し て くだ さい 。 


今 定格 
定格 入力 : DCB.OV 600mA 
使用 温度 範囲 : 0Cー+40 や 
充電 電流 : 500mA 


2-5 バッ テリ ー 残 時 表示 


・ 電池 の 残 量 表示 は 周囲 温度 や 電池 の 使用 
頻度 に より 多少 異な る こと が あり ます 。 し 月 
・ バッテリ ー の 種類 を 変え た 場合 は 、 必 5 大 
ず バ ッ テ リ ー タ イプ の 設定 を 変更 し て ー 
くだ さい 。(mr39 ペ ー ジ ) 残 量 表 示 
. 電池 の マー ク が 表示 され た 場合 は 、 速 電池 の 残 量 が 少な く な る と 、 
。 や か に 充電 また は 、 電 池 交 換 を し て く 電池 の マー ク が 表示 され ます 。 
だ さい 。 電 し て くだ さい 。 
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3. 癌 部 の 名 称 と 操作 3. 各部 の 名 称 と 操作 


Mo 3-1-2 側 面部 


! 


| 3 節 の 名 称 と 操 作 ーー 


に ニュ トー 


時 二村 ー 3-1 | 3-1 本 体 の 名 称 と 動作 。 


3-1-1 上 面部 、 前 面部 


ダイ ヤル を 回 し て 周波 数 の 変更 な ど 各 種 設定 を 行い ま 
す 。 ダ イヤ ル を 押す と 音量 調整 が で きま す 。 


F マ ー ク 点灯 中 に ダイ ヤル を 押す と セッ トモ ー ド に 入り 
ます (ww34 ペ ー ジ )。 


③ | イヤ ホン 端子 | 3.5 ゅ の モノ ラル プラ グ で イヤ ホン や 外部 スピ ー カ ー 
(80) を 接続 し ます 。 


送信 / 受 信 スケ ル チ が 開い て いる 時 に 緑色 に 点灯 し ます 。 
ラン プ 送信 中 、 赤 色 に 点灯 し ます 。 


薄型 スピ ー カ ー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
電源 スイ ッ チ | 約 1 秒間 押す と 電源 の ON/OFF が で きま す 。 


ディ スプ ブレイ (LCD) |「 ディ スプ レイ の 表示 」 を 参照 くだ さい (r24 ペ ー ジ )。 
「 キ ー 操 作 」 を 参照 くだ さい (cw22 ペ ー ジ )。 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て くだ さい 。 


付属 の アン テ ナ を 取り 付け ます 。 
別売 の アン テ ナ を 使用 する 場合 は SWR(Standing 
Wave Hatio) の 低い アン テ ナ を 選ん で くだ さい 


押す と 送信 し ます 。 離す と 受信 に 替わり ます 。 


押す と スケ ル チ が 開き 受信 音 が 聞こ えま す 。 

トー ンス ケル チ が 設定 され て いて も スケ ル チ は 開き ます 。 
PTT を 押し な が ら こ の キー を 押す と トー ンコ ー ル 信号 
を 送信 し ます 。 


外部 電源 端子 で す 。 

オプ ショ ン の シガー ライ ター ケー ブル EDH-33 を 接続 
し 、 軸 中 で 使用 で きま す 。 

な お 外部 電源 を 使用 する 場合 は DC3.0 一 6.0V gA 以 
上 の 安定 化 電源 を 使用 し て くだ さい 。* 
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3. 各部 の 名 称 と 採 作 


⑧⑤ ⑯ 
単独 の 操作 FUNC キ ー を 押し た 後 の 操作 


送信 も し く は 、 各 
種 設定 の 完了 
に 3 


レビ ピーター 機能 の ON/OFF 
(rw53 ペ ー ジ ) 
④ IFUNC ファ ンク ショ ン 機 
能 (F マ ー ク 点灯 ) 
V/M VFO/ メ モリ ー 
モー ド の 切り 替え 
⑥ |SCAN スキ ャ ン 開 始 トー ンス ケル チ 機 能 の 設定 
/ 中 止 (49 ペ ー ジ ) | Cr56 ペ ー ジ ) 


② | タイ ヤル | 周波 致 ・ 音 量 ・ 
設定 値 変更 


セッ トモ ー ド (er*34 ペ ー ジ ) 


3. 音 部 の 名 称 と 操作 


キー を 押し な が ら |。。 


⑨ IMONI スケ ル チ レ ベル の 設 | トー ンコ ー ル 呼び 
定 ( ら 7 ペー ジ ) 出し 機能 (em54 ペ ー ジ ) 


④ | FUNC | キー ロッ ク 機 能 | VFO モ ー ド 時 、 
の ON/OFF 1MH2z 単 位 で 周波 数 
(rw53 ペ ー ジ ) | の 設定 
V/M メモ リー チャ ン | メモ リー の 登録 番号 
ネル の 登録 / 消 去 | 選択 (30 ペ ー ジ ) 
(な 2d、 31 ペ ー ジ ) 
⑥ |SCAN * の 
定 ( 呈 36 ペ ー ジ ) 
⑦ | ダイ ヤル | アッ テ ネ ー タ ー 
機能 の ON/OFF 
(mw33 ペ ー ジ ) 
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3. 難 部 の 名 称 と 採 作 


3-3 ディ スプ レイ の 表示 ' 


JH 


十 二 職 串間 


シフ ト 方 向 、 スラ フリ ッ ト 設定 を 表示 し ます 。 
トー ン エ ンコ ー ド 動作 時 に 点灯 し ます 。 


トー ンス ケル チ ヂ 動 作 時 に 点灯 し ます 。 


EN 


に 2 所 定時 に 点 ! 
| 5 | レビ ー タ ー 機 能 が ON の と き に 点 ! 
| 由 天 ウー ー が 


3. 各 部 の 名 称 と 操作 
INo.| 名称 | 機能 。 1{1{tnt〔{〔{〔{〔{〔| 
周波 数 や スキ ャ ン 動 作 を 表示 し ます 。 


1 


| @⑱ | バッ テリ ー セ ー プ ブ 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 


四 也 表 

| ⑫ | APO | オー トバ パワ ー オ フ 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
| BS | 
| 己 ! 


起 池 残 量 が 少な く な る と 点灯 し ます 。 
スケ ル チ が 開く と 点灯 し ます 。 
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4. 大 本 的 な 使い か た 


4-1-3 音量 を 調整 する 


ダイ ヤル を 押し ます 。 
音量 レベ ル が 表示 され ます 。 
初期 倫 は 「7」 で す 。 


ダイ ヤル を 回 し 、 音 時 レベ 
ル を 調整 し ます 。 
音量 レベ ル の 表示 中 に ダイ ヤル を 回 
す と 音量 が 増 江 で きま す 。 音量 調整 
は 0-80 ま で の 51 段階 で す 。 


: PWR キー を 約 1 秒 間 押 し ます 。 
」 電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し ます 。 


[ 4-1-1 電源 を 入れ る 


話 ダイ ヤル か が PTT キ ー を 押し 、 
設定 を 完了 し ます 。 


[ 4-1-2 周波 数 を 設定 する 

ダイ ヤル を 回 す と 、 設 定 さ れ て い 

る ステ ッ プ で 周波 数 が 増減 し ます 。 

| @ 周 波数 を 1MHz ず つ 増 減 さ せる 

FUNC キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル 4-1-4 スケ ル チ を 調整 する 

を 回 す と 1MHz ず つ 周 波数 が 増減 スケ ル チ と は 、 受 信 信 号 の な いと き に 出る 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ 音 を 

し ます 。 カッ ト す る 機能 で す 。 

| 「 ス ケル チ が 開く と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出す て と が で きる 

1) FUNC キ ー を 押し て か ら 1 秒 則 以 内 に ダイ ヤル を 回 乙 な いと 状態 を 示し ます 。 
キー ロッ ク に な り ま す 。 

| 注意 * 

| 訓 MONI キ ー を 押し な が ら ダ 本 
イヤ ル を 回 し ます 。 5 抽 -9 
スケ ル チ レ ベル が 表示 され ます 。 
初期 値 は 「7」 で す 。 
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4. 基本 的 な 使い か た 


ダイ ヤル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 
スケ ル チ レ ベル は 0O ~ 20 ま で の ら 1 段階 で す 。 設 定 値 を 大 きく する 


ュー ニー ュー 


| と 弱い 信号 は 音 が 途切れ た り 、 全 く 受 信 で き な い こと が あり ます 。 
5 通常 は アイ ズ が 消え る 最小 の レベ ル に 設定 し ます 。 周 波数 や 電波 環 
| 境 に より 調整 が 必要 に な り ま す 。 

| MONI キ ー を 離 すか PTT キ ー を 押し 、 設 定 を 完了 し ます 。 


が あり ます 。 


氏 運 用 モー ド の 切り 替え 

「VFO モ ー ド 」 と 「MH モ ー ド 」 は V/M キ ー で 切り 替え ます 。 
「MR モ ー ド 』 時 は ディ スプ レイ に メモ リー 番号 が 表示 され 、「VFO 
モー ド ]」 時 に は 表示 され ませ ん 。 


4-1-5 運用 モー ド 
運用 モー ド に は 「VFO モ ー ド 」 と 「MRH( メ モリ ー ) モ ー ド 」 の 8 種類 


! VM 


| ( 1] メモ リー チャ ン ネ ル に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 メ モリ ー 
モー ド に 移行 で きま せん 。 
| 注意 
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4. 基本 的 な 使い か た 


4-2 メモ リー モー ド 
あら か じ め 登 録 し て お いた 周波 数 や 設定 を 呼び 出し て 運用 する モー ド で す 。 
本 機 は 100 個 の メモ リー チャ ン ネ ル (0 一 98CH) を 持っ て いま す 。 

4-2-1 メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 

放 V/M キ ー を 押し VFO モ ー ド 
に し ます 。 ) 府 5 


回 登録 し た い 周 波数 を 選択 
し 、 必 要 に 応じ て 交 機能 を 


設定 し ます 。 
ディ スプ レイ に "W“ が 点灯 する まで MW キ ー を 押し 続 
け ま す 。 


外 MW キ ー を 離す と 未 登録 の 最 
も 若い メモ リー No. に VFO 周 | nz 5 及 
波数 が 登録 され 、 完了 ビー プ 
音 が 鳴り ます 。 
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4. 基本 的 な 使い か た 4. 基本 的 な 使い か た 


メモ リー No. を 選択 し て 登録 する 場合 4-2-3 メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 
V/M キ ー を 押し VFO モ ー ド [ 還 V/M キ ー を 押し メモ リー | 
に し ます 。 と 57 廊 モー ド に し ます 。 . "pp 5 
登録 し た い 周波 数 を 選択 話 ダイ ヤル を 操作 し 消去 し た い 
し 、 届 要 に 応じ て 導 機 能 を メモ リーNo. ' メモ リー No. を 選択 し ます 。 
EE MW キ ー を ディ スプ レイ に "W" が 点滅 する まで 押し 続 
MW キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル 操 作 を し (MW キ ー を 押 け ま す 。 
し て すぐ に ダイ ヤル 操作 を し て くだ さい )、 登 録 し た い 
メモ まま ど ー 回 再度 、MW キ ー を 押す と ビー 4 
ー nM" が 5 。 - プ 音 が 鳴り 、 メ モリ ー が 消 7 文 6 所 放 
ディ スプ レイ に "W" が 点灯 し 、 メ モリ ー No. が 点灯 (メモ リー チャ ン 旧 が 隔 う 、 2 3! リリ ロ 
ネル 登録 済 ) も しく は 点 減 (メモ リー チャ ン ネ ル 未 登録 ) し ます 。 去 さ れ ま す 。 
話 MW キ ー を 離す と 選択 され た 
メモ リー No. に VFC 周 波数 | gz 5 4-2-4 メモ リー 登録 で きる 内 容 
が 登録 され 、 完了 ビ ー ブ 音 が メモ リー チャ ン ネ ル 0ー99 に は 、 下 記 の 内 容 を メモ リー する こと が で 
鳴り ます 。 きま す 。 
ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 ・ シ フト 周波 数 
・ シフ ト 方 向 (+/-) 
- トー ン 周 波数 
4-2-2 メモ リー チャ ン ネ ル の 攻 出 し ・ トー ン エ ンコ ー ダ / デ コー ダ 設 
・ ス キッ プ CH 設 定 
V/M キ ー を 押し 、 メ モリ ー ・ ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 
モー ド に し ます 。 mp 5 衣 旭 .  ・ 発信 機 近 索 機能 設定 


V/M キ ー を 押す ご と に メモ リー モー 


ド と VFO モ ー ド が 切り 替り ます 。 メモ リー モー ド 


メモ リー モー ド : ディ スプ レイ の 4-2-5 チャ ン ネ ル 表 示 モ ー ド 

RI お “ この モー ド は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 周波 数 を 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ 
二 ル 番 号 に 切り 替え て 運用 する モー ド で す 。 

メモ リー に 何 も 登 録 さ れ て いな い 場 合 は メモ リー モー ド に は な り ま せん 。 ー に 5 5 寺 に 

ダイ ヤル を 回 す と 、 メ モリ ー No. が 増減 し ます 。 この モー ド を 使用 する 前 に メモ リ チャ ン ネ ル を 登録 し て お いて く 


だ さい 。 
・CH 表 示 モ ー ド 中 は セッ トモ ー ド に 入る こと は で きま せん 。 
・ こ の 設定 を する と リセ ッ ト 、 オ ー ル リセ ッ ト は で き な く な り ま す 。 
リセ ッ ト す る に は 下記 の 操作 を 繰り 返し て 、CH 表 示 モ ー ド を 解除 し て くだ さい 。31 
・ 災 害 ボ ラン ティ ア 等 、CH を 決め て 通信 する よう な と まき に 使う と 便利 で す 。 
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2. 其 本 的 な 使い か た 


証 FUNC キ ー と MONI キ ー と SCAN キ ー を 押し な が ら 電 
源 を 入れ ます 。 


チャ ン ネ ル 表 示 モ ー ド を 解除 する に は 、 再 度 手順 1 の 
操作 を し て くだ さい 。 
この モー ド で は 、MONI キ ー・PTT キ ー・ キ ー ロ ッ ク 機 能 ・ATT (アッ 
テ ネ ー タ ー) 機能 ・ メ モリ ー ス キャ ン 機 能 ・ ス ケル チ 機 能 ・ 音 量 調整 
送信 バ パワー 切替 (この モー ド 時 の み 、FUNC キ ー を 押し な が ら ダ イヤ 
ル を 回 し ます 。) の 操作 の み 有 効 で す 。 


4-3 受信 する に は 


回 音量 を 調整 し ます 。 
(Ce7 パ ニ ジ の ) | 5 | 
回 スケ ル チ を 調整 し ます 。 | 
(きら 7 ペー ジ ) メー ター 


話 希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。(wy26 ペ ー ジ ) 
希望 の 周波 数 で 信号 が 受信 され る と 、 デ ィ ス プレ イ の BUSY が 京 灯 
し 信号 の 強 さ に 応じ て 、S メ ー タ ー が 点灯 し ます 。 ま た この と き 、 
緑色 の LED が 点灯 し ます 。 


4-3-1 モニ ター 機能 
受信 信号 が 弱かっ た り 、 途 切れ た り し て 聞き づら いと き に スケ ル チ 
を 一 時 的 に 解除 する 機能 で す 。 
・ MONI キ ー を 押し て いる 則 だ け ス ケル チレ ベル の 設定 状態 に 関係 
な く ス ケル チ 動 作 が 解除 され 、 ス ピー カー か ら 音 が 聞こ えま す 。 
・ トー ンス ケル チ 機 能 が 設定 され て いて も 、 こ の 機能 を 使う と スケ 
ル チ を 解除 する こと が で きま す 。 


っ 


4. 基本 的 な 使い か た 


4-3-2 ATT( ア ッ デ テ ネー ター) 機 能 


信号 が 強 過ぎ る 時 や 、 近 くに 強力 な 信号 が あり 、 目 的 の 信号 が 聞き 
に くい 場合 に 動作 させ る と 聞き や すく な る こと が あり ます 。 

ダイ ヤル を 約 1 秒 間 押 し 続け て 、 2 
ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機能 の 7 に 
ON/OFF を 切り 替え ます 。ATT 5 
( アッテネーター) 機能 の ON 時 は 、 
ディ スプ レイ に [ATT] マー ク が 点 


灯 し ます 。 
初期 谷 は [OFF] で す 。 4 


※ATT 機 能 を 動作 させ る に は セッ トモ ー ド の ATT 設 定 を [ON] に し 
て くだ さい 。(w48 ペ ー ジ ) 


4-4 送信 する に は 


名 希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 


訂 PTT キ ー を 押す と 、 赤 色 の . 邊 5 遍 廊 
送信 ラン プ が 点灯 し 送信 状 W 


肖 と な り ま す 。 


PTT キ ー を 押し な が ら 、 本 体 前 面部 の 内 蔵 マ イク がら 
口元 を 5cm 程 離し て 普通 の 大 き さ の 声 で 話し ます 。 


回 PTT キ ー を は な す と 送信 が 終了 し 受信 状態 に な り ま す 。 


・ 送信 周波 数 範囲 外 で PTT キ ー を 押す と ディ スプ レイ に 

[oFF」 が 表示 され ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こと は で きま せん 。 

注意 . シフ ト や スプ リッ ト が 設定 され て いる 場合 、 受信 と 送信 の 周波 
数 が 異な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


| 送信 可能 周波 数 範囲 - 


貞本 時 SG1P 144.000 一 145.995MHz ヽ 
参考 842 430.000-439.995MHz 
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5. セ ッ ト モ ー ド 


| 5 本 


5. セッ トモ ー ド 


9 


( SR | 
| 本 機 で は セッ トモ ー ド を 使用 し て 色々 な 機能 を 用 途 に 応じ て 設定 する こと が 
| で きま す 。 

5-1 セッ トモ ー ド の 設定 方 法 


| FUNC キ ー を 押し 、 上 点灯 中 に ダイ ヤル を 押し ます 。 

! セッ トモ ー ド に 切り 替わり ます 。 

| 日 ダイ ヤル を 押す た びに 項目 が 順次 変わ り ます 。 
MONI ギ キー を 押す と 逆 の 順に 変わ り ま す 。( 左端 に 表示 され る 小さ な 
ら 桁 の 数 字 は 項目 特 号 で す 。) 


| 設定 し た い 項目 で 、 ダ イヤ ル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し 
ます 。 


] 回 PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


5-2 セッ トモ ー ド 
5-2-1 送信 パワ ー 切 替 
」 送信 パワ ー を 設定 し ます 。 
罰 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


が 表示 され ます 。 。 ワ ーー 
初期 値 は [HI] です 。 8 の ng が 


ダイ ヤル を 回 す た び に 送信 
出力 が 切り 替り 、 設 定 が 変更 p の 
1 され ます 。 au 
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ーーー ペ ーーーー テ 


ェ ーーー* 


5. セッ トモ ー ド 


5-2-2 発信 機 探索 機能 
特定 の 発信 機 の 信号 を 受信 し 、 そ の 信号 の 強 さ で 発信 機 ま で の 距離 
を 相対 的 に 推測 し て 探索 する 揚 能 で す 。 
その 発信 機 の 信号 が 強く 受信 する ほど 音色 が 高く な り 、 ま た 短い 韻 
隔 で 鳴り ます 。 
フォ ックス ハン ティ ング な ど に お 使い くだ さい 


注意 


この 機能 は メモ リー チャ ン ネ ル と 連動 し ます (VFO モ ー ド 、 メ 
モリ ー 登 録 が な いと き は 設定 で きま せん )。 登 録 し た い メ モリ ー 
チャ ン ネ ル を 選ん で 、 メ モリ ー モ ー ド の 状態 で セッ トモ ー ド に 
入っ て くだ さい 。 


誕 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


が 表示 され ます 。 ・ ロー 
初期 値 は [OFF] で す 。 oe ロリ た 


メモ リー No.1 の 設定 が 
OFF の 場合 


記 ダイ ヤル を 回 す た び に DON/ 


OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 | 。』 衣 
更 され ます 。 


メモ リー 登録 時 、 発 信 機 探索 機能 メモ リー No.] の 設定 が 
は 初期 設定 され ませ ん 。 ON の 場合 


・ 発 信 拉 が 近い 場合 や 発信 機 の 信号 が 強い 場合 は 、ATT( ア ッ テ 


ネー ター) 機能 (cr33 ペ ー ジ ) を ON に し て お 使い くだ さい 。 


・ 市 販 の 指向 性 アン テ ナ を 接続 する と 方 角 を 推測 する こと が で き 


ます 。 
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5. セ ッ ト モ ー ド 


5-2-3 周波 数 ステ ッ プ 設 定 
VFO モ ー ド の み の 機 能 で す 。VFO モ ー ド で 周波 数 を 変更 する 時 の 最 
小 ステ ッ プ を 設定 し ます 。 
罰 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
値 が 表示 され ます 。 gg た - 太 
初期 値 は [10kHz] で す 。 
ダイ ヤル を 回 す た びに 、 表 示 spao 一 spes 
が 右 の よう に 切り 替り 、 設定 3 
が 変更 され ます 。 stPo stP.5 
し ーー siP-6.25 ーー 
5-2-4 スキ ャ ンタ イプ 選択 


タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 切り 替え ます 。 
ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


が 表示 され ま す 。 還 「 症 9 
初期 値 は b]( ビ ジー スキ ャ ン ) で す 。 9 月 nー ち 
NHN ビジ ー ス キャ ン 説 定 の 場合 


ダイ ヤル を 回 す た び に t/b 
が 切り 替り 、 設 定 が 変更 さ | ju 月 - と た 
れ ま す 。 
[t] は タイ マー スキ ャ ン [b] は ビジ ー タイ マー スキ ャ ン 設 定 の 場合 
スキ ャ ン で す 。 


5-2-5 ラン プ 点灯 


5. セッ トモ ー ド 


ディ スプ レイ の 照明 が 点灯 する 時 間 を 設定 し ます 。 


王 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 値 は [5] で す 。(PTT 以 外 の 
キー 操作 を する と 5 秒間 、 照 明 が 
点灯 し ます ) 


還 ダイ ヤル を 回 す た び に 表示 


が 右 の よう に 切り 替り 、 設 
定 が 変更 され ます 。 


5-2-6 メ モリ ー 上 書き 


LmP-5 一 一 ーーー~- LmP-on 
(5 秒間 点灯 ) (常時 点 灯 ) 
Go (9 | 


(常時 消灯 ) 


メモ リー 登録 時 の 上 書き の ON/OFF を 設定 し ます 。 


訓 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 値 は [OFF] で す 。 
メモ リー の 上 書き は 禁止 され て い 
ます 。 


・ 思 ダイ ヤル を 回 す た び に ON/ 
OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 
更 さ れ ま す 。 
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5. セ ッ ト モ ー ド 


5-2-7 オ ー ト パワ ー オ フ (APO) 機能 
電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 を 設定 し ます 。 
APO が 設定 され て いる と き に 無 操作 の 状態 が 設定 時 間 続く と 、 
ビー プ 音 が 鳴り 、 自 動 的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 リコ 
初期 設定 は [OFF] で す 。 


記 ダイ ヤル を 回 す た び に APO OFF 一 - 3o 一 -- 6O 
時 間 が 切り 替り 、 設 定 が 変更 8 
され ます 。 
AP0 時 間 は 、30 分 か ら 120 分 ま 
で 、30 分 単位 で 設定 で きま す 。 


5-2-8 バッ テリ ー セ ー プ 機能 
バッ テリ ー セ ー ブ 比 能 を ON に する と 、 キ ー 操 作 を し な い 状 態 や 、 
信号 を 受信 し な い 状 態 が 5 秒間 以上 続く と 、 一 定 の 比率 で 機器 を 休 
止 状態 に し 、 電 池 の 無駄 な 消耗 を 防ぐ こと が で きま す 。 


証 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [ON] で す 。 99D5 4 


ダイ ヤル を 回 す た び に ON/ 
OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 
更 さ れ ま す 。 


5. セ ッ ト モ ー ド 


5-2-9 バッ テリ ー タ イプ 選択 
装着 され て いる バッ テリ ー の タイ プ を 設定 する こと で 、 電 池 の 種 類 
に 合わ せ た 残 時 で 残 量 表示 され ます 。 
電池 の 種類 を 変更 し た と き は 、 設定 し な お し て くだ さい 。 
[bAt-】]: 単 三 ア ルカ リ 電 池 
fbAt-2]: EBP-BO0( リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク ) 


回 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [bAt-2] で す 。 』 あ 5 太 ど 
回 ダイ ヤル を 回 す た び に バッ 


テリ ー タ イプ が 切り 替り 、 設 
定か 変更 され ます 。 日 


5-2-10 ビー プ 音 設定 
キー 操作 時 に 鳴る ビー プ 斉 の DN/OFF を 設定 し ます 。 


回 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 上 
が 表示 され ます 。 「 ょ と ロー 
初期 値 は [ON] で す 。 g り たり -gn 


ダイ ヤル を 回 す た び に ON/ 
OFF が 切り 替り ます 。 


g た りー- ロ た 


設定 が OFF の 場合 
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5. セッ トモ ー ド 


5-2-11 ベル 機能 


信号 を 受信 し た と き べ ベル 音 と ディ 

スプ レイ の ベル マー ク の 点滅 で 受 と と) ニー 

信 を 知ら せま す 。 ! た は -gr 
応答 の た め PTT キ ー を 押し て 送信 

する と ベル マー ク は 点灯 に 変わ り 

ます 。 


5 秒間 以上 、 送 信 も 受信 も な い 場 合 、 再 度 ベ ル 機 能 が 働き ます 。 
還 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


が 表示 され ます 。 
| 初期 値 は [OFF] で す 。 
昌 回 ダイ ヤル を 回 す た びに ON/ ー 
OFF が 切り 替り 、 設 定 が 表 | , あ と た! - 
示さ れ ま す 。 「EL -gn 


5-2-12 VOX 機 能 
マイ ク に 音声 が 入れ ば 送信 、 音 声 が な く な れ ば 受信 に 切り 替わり ま 
す 。PTT を 押さ な く て も 自動 的 に 送受 信 を 切り 替え る 機能 の ON( 内 
部 マイ ク / 外 部 マイ ク ) /OFF を 設定 し ます 。 
ハン ズ フ リー で の 交信 が 可能 に な り 両 手 が 使 えな い 時 な ど に 便利 で す 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 E 
が 表示 され ます 。 に 
初期 値 は [OFF] で す 。 りりこ ロ た 


ダイ ヤル を 回 す た びに 表示 Po 説 5 
VO て OUt 


が 右 の よう に 切り 替り 、 設定 っ VooUt = 
・ が 変更 され ます 。 
. この 設定 を ON に 設定 し た 場合 は 、V/M キ ー を 押し て 設定 を 終 
パ 了 し ます 。 
注意 . この 設定 を ON に 設定 し た 場合 は 、 こ の 設定 と VOX 感 度 の み の 
設定 し か で きま せん 。 
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5. セ ッ ト モ ー ド 


5-2-13 VOX 感 度 
VOX マ イク の 知 度 を 設定 し ます 。( 値 が 大 きい 程 感度 が 良く な り ます ) 


放 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 リー」 ーー ロ ( 


記 ダイ ヤル を 回 す た び に 1 9 
の 9 段階 で 切り 替り 、 設 定 が 
変更 され ます 。 


[1 】 小さ な 声 や まわ り の 音 で も 送信 され る こと が あり ます 。 上 


注意 


5-2-14 シフ トト 方向 設定 
送信 周波 数 を 受信 周波 数 に 対し て オフ セッ ト 周 波数 幅 分 シフ ト す る 
方 向 を 設定 し ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
値 が 表示 され ます 。 ヒエ ロイ 
初期 値 は [OFF] で す 。 mg 衣 が と 


四 ダイ ヤル を 回 す た び に 表示 SHIFt SHIFt こ 
が 右 の よう に 切り 替り 、 設定 旨 間 
が 変更 べ され ます 。 
レビ ピーター 設定 時 は シフ ト 方 向 ( レ 
ビ ピー ター 機能 用 )(rr46 ペ ー ジ ) を 
参照 し て くだ さい 。 
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5. セ ッ ト モ ー ド 


5-2-15 オフ セッ ト 周 波数 設定 
シフ ト す る 周波 数 幅 を 設定 する 機能 で す 。 
0-99.995MHz の 範囲 で 設定 し ます 。 
メモ リー モー ド で は 設定 で きま せん 。 


訓 ディ ス ブ プレイ に 現在 の 設定 9 
値 が 表示 され ます 。 | 
初期 値 は 815[0.6MHz]、S48 5 りつ 
[5.00MHz] で す 。 


話 ダイ ヤル を 回 す た び に 周波 数 ステ ッ プ ずつ 増減 し 、 設 
定 が 変更 され ます 。 
FUNC キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と オフ セッ ト 周 波数 は 
1MHz ず つ 増 減 し ます 。 
レビ ー タ ー 設 定時 は オフ セッ ト 周 波数 (レビ ー タ ー 機 能 用 )(w47 
ペー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


5-2-16 スキ ャ ンス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 
メモ リー スキ ャ ン 時 に 、 ス キャ ン し な い メ モリ ー No. を 設定 し ます 。 


この 機能 は メモ リー チャ ン ネ ル ど 連動 し ます (VFO モ ー ド 、 メ 
パ モリ ー 登 録 が な いと き は 設定 で きま せん ) 。 登録 し た い メモ リー 
注意 チャ ン ネ ル を 選ん で 、 メ モリ ー モ ー ド の 状態 で セッ トモ ー ド に 
入っ て くだ さい 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 人 生 - ロ た 


困 ダイ ヤル を 回 す た び に ON/ ー ーーー 
OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 Oroeo 
更 され ます 。 


メモ リー 登録 時 、 ス キャ ンス キッ プ は 初期 設定 され ませ ん 。 


5-2-17 TTSQ 変 更 方 法 


5. セ ッ ト モ ー ド 


トー ン 設 定 と トー ンス ケル チ 設 定 の トー ン 周 波数 を 同じ に する か が 、 


トー ン 設 定 と トー ンス ケル 
チ 設 定 の トー ン 周 波数 を 同 
じ に する 場合 


別々 に する か を 設定 し ます 。 


放 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 値 は [Eq] で す 。 


ダイ ヤル を 回 す た び に Eq/ 
nE が 切り 替り 、 設 定 が 変更 
され ます 。 


5-2-18 トー ンコ ー ル 音 切り 替え 


証 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
が 表示 され ます 。 
初期 値 は [ALT] で す 。 


回 ダイ ヤル を 回 す た び に 右 の 
よう に 表示 が 切り 替り 、 設 
定 が 変更 され ます 。 
周波 数 表示 の 単位 は Hz で す 。 


Ni 
1 el 
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5. セ ッ ト モ ー ド 5. セ ッ ト モ ー ド 
ーー ニーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


5-2-19 タイ ム ア ウ ト タ イ マー( TOT) 機 能 5-2-21 ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 機 能 
連続 し て 送信 で きる 時 間 な 制限 する 機能 で す 。 設定 され た 時 間 の 10 受信 状態 に 応じ て 送信 を 制限 する 機能 で す 。 
秒 前 に ビー プ 音 が 鳴り 、 無 線 機 は 自動 的 に 受信 状態 に な り ま す 。 BCLO が ON に 設定 され て いる と 次 の 場合 の み 送信 が 可能 に な り ま 


す 。 そ れ 以 外 で は 送信 する こと が で きま せん 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 Q① 信号 が 入 感 し て いな い 場 合 ([BUSY] が 消灯 し て いる 状態)。 
が 表示 され ます 。 ロー ロ た た ④ トー ンス ケル チ 設 定 状態 で トー ン が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
初期 人 は [OFF] で す 。 ※ 送信 が 禁止 され て いる 状態 で PTT キ ー を 押す と ビー ブ 音 が 鳴 
ます 。 こ の 時 は 送信 され ませ ん 。 
誤 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


ダイ ヤル を 回 す た び に TOT [中 ーー% 一 -@ が 表示 され ます 。 アー 
四 時 間 が 切り 替り 、 設 定 が 変 9 ーー 一 m と 初期 値 は [OFF] で す e 貼 た は -g し た 
Sn ダイ ヤル を 回 す た びに ON/ 昌 
DS OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 
30 秒 単位 で 設定 で きま す 。 すき 江 でる 
5-2-20 スタ ン バ イ ビー プ 機 能 し 
の で 0 ラニ So 5-2-22 外部 端子 制御 設定 
折 還 0 、 Peo OK スケ ル チ OQN 時 に 外部 MIC 端 子 か ら 3V を 出力 する 機能 で す 。 


信号 を 受信 する ( トー ンス ケル チ 設 定時 は トー ンー 致 ) と 外部 MIC 端 


誤 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 子 か ら 3V (5mA MAX) が 出力 され ます 。 外 部 拉 弦 器 の 制御 等 に 
が 表示 され ます 。 お - ロ た 、 で 使用 くだ さい 。 
初期 値 は [OFF] で す ディ スプ ブレイ に 現在 の 設定 

外 ダイ ヤル を 回 す た び に ON/ が 表示 され ます 。 テコ 
OFF が 切り 替り 、 設 定 が 変 . 初期 値 は [OFF] で す 


更 さ べ れ ます 。 
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5. セ ッ ト モ ー ド 5. セッ トモ ー ド 


( PRSEIS 6 5-2-24 オフ セッ ト 周 波数 (レビ ー タ ー 機 能 用 rw53 ペ ー ジ ) 
| が FPL - レビ ー タ ー 設 定時 の オフ セッ ト 周 波数 を 設定 し ます 。 

NIS ccCr ロロ (内 容 は 、5-2-15 を 参照 ) 
| 更 さ れ ます 。 


| 設定 が ON の 場合 回 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 
[ eS 月 
が 表示 され ます 。 gw Hg 
12.EME13.EME-15) は 使用 で きま せん 。 [5.00MHz] で す 。 


話 ダイ ヤル を 回 す た び に 周波 数 ステ ッ プ ずつ 増減 し 、 設 
GND EPO 3.0V 出 力 定 が 変更 され ます 。 
mW に FUNC キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と オフ セッ ト 周 波数 は 
」 1MHz ず つ 増 減 し ます 。 
5 2.5g ス テレ オプ ラグ 昌 


5-2-25 トー ン 有 / 無 ( レビー ター 機能 用 計 53 ペ ー ジ ) 
3 レビ ピー ター 設定 時 の トー ン ENC (エンコーダ ー ) 有無 を 設定 し ます 。 
5-2-23 シフ ト 方 向 ( レビ ー タ ー 機 能 用 語 53 ペ ー ジ ) 


レビ ピー ター 設定 時 の シフ ト 方 向 を 設定 し ます 。 回 ディ 2 レイ に 現在 の 説 0 
(内 容 は 、5- ら -14 を 参照) Rm れれ ま 95 2 と gn た 
[ 初期 値 は [トー ン 有 ] で す 。 テ 


! 主 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


oe e 計 た ダイ ヤル を 回 す た び に トー 
868 ン 有 / 無 が 切り 替り 、 設定 が | 。 上 an と 


| 放 ダイ ヤル を 回 す た び に 表示 = CSS 
こ て こ 家 直 SHIFt SHIFt 6 
が 右 の よう に 切り 替り 、 設 し se | 


定 が 変更 され ます 。 


| EPO-ON 設 定時 は 、 オ プシ ョ ン の VOX 付 き マ イク (EME- 箇 電 填 は 121O SKIE21 に 822 
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選 
Co 


5. セッ トモ ー ド 


5-2-26 トー ン 周 波数 (レビ ー タ ー 機 能 用 cy53 ペ ー ジ ) 
レビ ピー ター 設 定時 の トー ン ENC( エ ンコ ー ダ ー) 周 波数 を 設定 し ます 。 


証 ディ スプ レイ に 現在 の 設定 


が 表示 され ます 。 

初期 値 は [88.5Hz] で す 。 

ダイ ヤル で トー ン 周 波数 を 変更 し ます 。 

5-2-27 ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 設 定 

ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機能 の ODN/QFF 切 り 替 え を 可能 に する か を 
設定 し ます 。(w33 ペ ー ジ )}) 

ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 値 は 「 OFF ] で す 。 

話 ダイ ヤル を 回 す た び に ON/OFF が 切り 替わり 、 設 定 が 


表示 され ます 。 
[ OFF ] 状態 で は に アッテネータ ー 機 能 を ON に で きま せん 。 


( 1) アッ テ ネ ー タ ー は キー ロッ ク 時 で も ON/OFF で きま す 。 
注意 


下 の セ ッ ト モ ー ド 一 覧 表 は 切り 取っ て ご 使用 くだ さい 。 


キャ ンタ イプ 選択 
ラン プ 点 灯 
モリ ー 上 副 き 
ー ト バ パワー オフ (APO) 機 肖 
ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 


| スキ ャ ンタ イプ 選択 。 | 
| ラン プ 点 | 
| メモ リー 上 碧 ぎ 。。 | 
| オー トバ ワー オフ (APO7 機 能 | 
| バッテリー セー プ 機 能 | 


バル 機能 


し 】 


シフ ト 方 向 設定 


I 

I 

I 

1 
キ 
リ 

ト 
リ 
線 

H 

1 

| 

| 

| 

1 

1 


ーー ー ーー ーー 一 瑞 に 7 に せ ・ーーーー 


B. 便利 な 幾 能 


6. 便利 な 機能 


| 


6-1 スキ ャ ン 機 能 


自動 的 に 受信 周波 数 を 切り 替え て 、 信 号 の 出 て いる と ころ を 探し 出す 機能 で す 。 
スキ ャ ン の 種類 は ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン が あり ます 。 初期 状 
態 は ビジ ー ス キャ ン で す 。 

ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン の 切り 替え は セッ トモ ー ド で 行い ます 。 
(cw3B ペ ー ジ ) 

ビジ ー ス キャ ン 

スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信人 信号 が 無く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 
タイ マー スキ ャ ン 

スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 5 秒 経過 する と 次 の チャ ン ネ ル に 
移り ます 。 

・ スキ ャ ン 中 は 表示 部 の 小数 点 が 点 減 し ます 。 

・ ス キャ ン 中 、MONI キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 一 時 停止 し 、 ス ケル チ が 
開き ます 。 は な す と スキ ャ ン が 再開 され ます 。 

・ ス キャ ン 中 に ダイ ヤル で スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

再度 スキ ャ ン す る と き の ス キャ ン 方 向 は 、 最後 に 操作 し た 方 向 に な り ま す 。 
・ ス キャ ン は SCAN キ ー ま た は PTT キ ー で 解除 で きま す 。 


5-2-27 アッ テ ネ ー タ ー 機 能 の 追記 


初期 の 本 製品 に は この 項目 が 無い も の が あり ます 。 
その 時 は 、 ダ イヤ ル を 長押 し する と アッ テ ネ ー タ ー の 
オン オフ が で きま す 。 オ ン の 時 は ATT が 液晶 に 表示 され ます 。 
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B. 便利 な 機能 


6-1-1 VFO ス キャ ン 


VFO モ ー ド で 、 バ ンド 内 の 全 周波 数 を あら か じ め 設 定 し た 周波 数 で 


スズ ステッ プス キャ ン し ます 。 


V/M キ ー を 押し て VF0 モ ー 
ド に し ます 。 


記 SCAN キ ー を 押し な が ら 、 
ダイ ヤル を 回 し て 表示 を 
"VFo”" に 合わ せま す 。 


話 SCAN キ ー を は な し ます 。 
スキ ャ ン が 開始 され 、 最 後に 操作 
し た 方 向 へ 周波 数 ステ ッ プ 単位 で 
スキ ャ ン し ます 。 


ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


回 SCAN キ ー ま た は PTT キ ー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り 


ます 。 


6-1-2 メモ リー スキ ャ ン 
め あら か じ め メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に 書き 


キャ ン し ます 。 


還 V/M キ ー を 押し て メモ リー 
モー ド に し ます 。 


記 SCAN キ ー を 押し ます 。 
「mEmoRY」 が 表示 され ます 。 


SCAN キ ー を は な し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン が 開始 され ます 。 


B. 便利 な 機能 


込ん る で お いた 周波 数 だ け を ス 


メモ リーNo. 


許 ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


回 SCAN キ ー ま た は PTT キ ー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り 


ます 。 


6-1-3 スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され た 
メモ リー チャ ン ネ ル は 、 メ モリ ー ス 
キャ ン 時 に スキ ャ ン の 対象 か ら 外 
され ます 。 設 定 方 法 は スキ ャ ンス 
キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 (本 42 ペー 
ジ ) を 参照 し てく だ さい 。 

スキ ッ プ チャ ン ネ ル が 設定 され た 
メモ リー チャ ン ネ ル は 小数 点 が 消 
灯 し ます 。 


gn 


メモ リー No1 の 設定 が ON の 場合 
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6. 便利 な 機能 


6-1-4 トー ンス キャ ン 


受信 電波 に 含ま れる トー ン 周 波数 を 自動 的 に 探し 出す 機能 で す 。 


VFO モ ー ド で 、 ト ー ン を 知 
り た い 受 信 周 波数 に 合わ せ ガル 
ます 。 


VFO モ ー ド 
ダイ ヤル を 回 し て 、 表 示 を 
"toOnE”" に 合わ せま す 。 Fn 


SCAN キ ー を は な し ます 。 

トー ンス キャ ン が 開始 され 、 ト ー ン 

周波 数 表示 が 変わ っ て いき ます 。 

トー ン が 発見 され る と 、 ビ ー プ 音 が 鳴り トー ンス キャ ン が 停止 し ま 
す 。 

トー ン 周 波数 が 発見 され て も 設定 は 、 自 動 的 に 変更 され ませ ん 。 


ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


SCAN キ ー ま た は PTT キ ー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り 
ます 。 

トー ン が 見 つか ら な い 場 合 は 、 い つま で も スキ ャ ン し 続け ます 。 
中 断 し た い 場 合 や 停止 し た い 場合 に は 、 SCAN キ ー ま た は PTT キ ー 
を 押し て くだ さい 。 


6. 便利 な 後 能 


6-2 レビ ー タ ー 機 能 


遠く 離れ た 局 と も 交信 で きる よう に 、 ビ ル の 屋上 や 山頂 に レビ ー タ ー ( 自 
動 中 継 局 ) が 設置 され て いま す 。 こ の レビ ー タ ー を 経由 する と 送信 出力 が 
低く て も 遠い 相手 と 交信 で きま す 。 


王 VM キー を 押し VFO モ ー ド ニー 
還 5 大 
記 F キ ー を 押し 、F マ ー ク 点灯 = 


中 に MONI キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に "XX" が 点灯 し 、 レ ビー ター 機能 が 設定 
され ます 。 


話 レビ ー タ ー を 解除 する に は 、 手順 ら を 繰り 返し "XX" を 
消灯 させ ます 。 
シフ ト 方 向 や トー ン の 有 / 無 等 の 設定 項目 は 、 シ フト 方 向 (レビ ー タ ー 機 能 用 ) 
(im46 ペ ー ジ ) や トー ン 有 無 ( レ ビー ター 機能 用 ) (rw48 ペ ー ジ ) を 参照 し て 
くだ さい 。DJ-S42 で は 、 こ れ ら の 設定 は 日 本 の アマ チュ ア ・ レ ビー ター に 
合わ せ て 初期 設定 され て いま す 。 


6-3 キー ロッ ク 機 能 


運用 中 や 携帯 中 に 誤っ て 操作 され る こと 
を 防ぐ 機能 で す 。 
設定 方 法 は ら 通 りあ り ま す 。 


①FUNC キ ー を 約 1 秒 間 押 し 続け こ 、 キ ー ロ ッ ク 機 能 の ON/OFF を 切り 替 
えま す 。 


⑧④MONI キ ー を 押し な が ら FUNC キ ー を 9 回 押し て 、 キ ー ロ ッ ク 機 能 の 
ON/OFF を 切り 替え ます 。 


・ キー ロッ ク 時 は 、 デ ィ ス プレ イ に co:+ マー ク が 点灯 し ます 。~ 

・ キー ロッ ク 時 で も 、PTT、MONI キ ー、VOL、SQL、ATT の ON/OFF、 
電源 の ON/0FF、 キ ー ロ ッ ク の 解除 の 加 操 作 が 可能 で す 。 

・ キー ロッ ク の 解除 は 、① で 設定 し た 場合 は ゆで の み 解 除 で き 、⑧ で 設定 
し た 場合 は 、② で の み 解 除 で きま す 。 
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6. 便利 な 機能 


6-4 トー ンコ ー ル 呼出 し 機能 


送信 電波 に トー ン 信 号 を 付加 し て 、 相 手 の 注 意 を ひく 機能 で す 。 
PTT キ ー を 押し な が ら MONI キ ー を 押し て いる 間 、 ト ー ン 信号 が 送信 され 
ます 。 

トー ンコ ー ル の 音 種 は セッ トモ ー ド で 選択 で きま す (mw43 ペ ー ジ )。 


(1 トー ン ENC 信 号 と 併用 で きま せん 。 トーン コー ル 呼 出し 中 は トー ン 
ENC 信 号 は 送出 で きま せん 。 


々 。 


7. 選択 交信 機能 


7. 人 所 人 機能 


1 
1 
H 
] 
! 


特定 の 局 と 交信 する 場合 に トー ンス ケル チ (CTCSS ) 携 能 を 使用 し ます 。 
トー ンス ケル チ と は 交信 時 、 自 局 で 設定 し た トー ン 周 波数 と 相手 局 の 設定 し 
た トー ン 周 波数 が 一 致し た と き に スケ ル チ が 開き 受信 で きる 機能 で す 。 
選択 で きる トー ン 周 波数 は 次 の 38 種 類 で す 。 


| No.| 周 流 数 | No.| 周波 数 | No.| 周波 数 | No.| 周波 数 
ja| iooo |ga| iara ss| soas | 
iog『 
0o5 | 770 |15| 107.2 


0 ア 82.5 1Z 114.8 ど ア 152. ど づ ア ど 33.6 
o8 | 854 |ig| 1igg 
1798.9 


ど 
so 
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7. 選択 交信 機能 


7-1 トー ンス ケル チチ 機能 


トー ンス ケル チ 機 能 を 使う と 、 設 定 し て いる 周波 数 の トー ン が 含ま れ た 信 
号 を 受信 し た と きのみ スケ ル チ が 開き ます 。 


証 FUNC キ ー を 押し た あと 、 
[F] 点灯 中 に TSQL キ ー を 


押し ます 。 
TSQL キ ー 押 す た び に ディ スプ レイ 
の 表示 が 右 の よう に 変わ り ます 。 


話 ダイ ヤル で トー ン 周 波数 を 


lsol 
に 5 88.5- 一 一 | 


Lo】 


変更 し ます 。 gg5 
PTT キ ー を 押す と 設定 を 終 
了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 
[T] 点灯 時  : 送信 する と き に トー ン 設 定 し た トー ン 周 波数 を 付 
加 し ます 。 
[TSQ] 点灯 時 : トー ンス ケル チ 設 定 し た トー ン 周 波数 で 待ち 受け 
ます 。 
送信 する と き は トー ンス ケル チ 設 定時 と 同じ トー 
ン を 付加 し ます 。 
DFF 時 (点灯 な し ) : 設定 し な い 状 態 で す 。 
に ・ MONI キ ー を 押す と 、 設 定 中 で も モニ ター 動作 を し ます 。 
ーー プン トー ン 設 定 と トー ンス ケル チ 設 定 の トー ン 周 波数 を 別々 に 
参考 設定 し た い 場合 は T/TSQ 変 更 方 法 (rw43 ペ ー ジ ) を 参照 し 


て くだ さい 。 こ の 時 「T」 時 に 表示 され る の が トー ン 設 定 の 
周波 迷 に な り 、「TSQ」 時 に 表示 され る の が トー ンス ケル チ 
設定 の トー ン 周 波数 に な り ま す 。 


周波 数 の 高い トー ン 周 波数 で は 、 音 声 の 周波 数 成分 で 誤動作 す 
る こと が あり ます 。 誤動作 を 少な くす る た め に も 、 必 ず 通 常 の 
スケ ル チ も 併用 し て くだ さい 。 


衣 
半 


8. クロ ー ン 機能 ・ パ ケッ ト 通 信 


人 テ 1 


ケッ ト 通 信 | 


クロ ー ン 機能 と は 、 ら 台 の 無線 機 を ケー ブル で 接続 し 、1 台 に 設定 し て い 
る 情報 (メモ リー デー タ を 含む ) を 他 ( 受 け 側 ) の 無線 機 に 転送 し て コピ ー 
する 機能 で す 。 


8-1-1 接続 方 法 
図 の 様 に 、 送 り 側 お よび 受け 側 の ら 台 の 舞 線 機 の 外部 スピ ー カ 端子 を 
市 販 の の 3.5 ス テレ オミ ニ プ ラ グ コ ー ド で 接続 し ます 。 
接続 し た ら 両 機 の 電源 を ON に し て くだ さい 


ケー ブル の 接続 は 、 必 ず 本 体 の 電源 を DFF に し た 状態 で 行っ て く 


N だ さい 。 
注意 
送り 側 受け 側 
無線 権 の SP 無線 機 の SP 
端子 へ 接続 子 へ 接続 
< で ーー ーッ 


の 3.5 ス テレ オミ ニブ ラグ コー ド 
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8. クロ ー ン 機能 ・ バ ケッ ト 角 信 


8-1-2 デー タ を 送る 側 の 採 作 


還 MONI キ ー を 押し な が ら 
PTT キ ー を 8 回 押し ます 。 な た 
ディ スプ レイ に 「CLONE」 が 表示 
され 、 ク ロー ン モ ー ド に な り ま す 。 


PTT キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 「Sd ***] と 7 中 
表示 され 、 内 部 の 設定 情報 を も う JJ が 河 
一 方 の 舞 線 機 に 転送 し ます 。 

転送 が 完了 し た ら 、「PASS」 と 表 

示さ れ ま す 。 PH95 
PASS」 表 示 か ら PTT キ ー を 押す 四 ま され た 場合 
と 再度 転送 され ます 。 


デー タ が 正常 に 転送 され な か っ た 
場合 は ディ スプ レイ に 「PASS」 は 
表示 され ませ ん 。 再 度 手順 1 か ら 
や り 直 し て くだ さい 。 


話 クロ ー ン モー ド を 解除 する に は 、 電源 を OFF に し ます 。 
( ケー ブル が 正常 に 接続 され て いな い 場 合 、、 デ ィ ス プレ イ に 


「ERR』 と 表示 され ます 。 
注意 ケー ブル の 接続 を 再度 確認 し て くだ さい 。 


注意 


8-1-3 デー タ を 受け 取る 側 の 操作 


8. クロ ー ン 機能 ・ パ ケッ ト 通 信 


受け 取る 側 は クロ ー ン モー ド に する 必要 は あり ませ ん 。 


送信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ 


て くる と ディ スプ レイ に 
「Ld *※*※*」 と 表示 され 
ます 。 

転送 が 完了 し た ら 、「End」 と 表示 


- され ます 。 
記 本 体 の 電源 を OFF に し ます 。 


・ デー タ 転 送 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 
・ クロ ー ン 機能 を 使用 し て デー タ を 転送 する と 、 受 け 側 の デー タ 


肉 容 は すべ て 送り 側 の デー タダ 内容 に 置き 換 わ っ て し まい ます 。 


受け 側 に デー タ が ある 場合 は 注意 し て くだ さい 。 
・「End」 が 表示 され な い 場 合 は 、 デ ー タ ー を 受け 取る 側 を 一 度 リ 
セッ ト し て くだ さい 。(mw61 ページ)}) 
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8. クロ ー ン 機能 ・ パ ケッ ト 通 信 


8-2 パケ ッ ト 通 信 


パケ ッ ト 毅 信 と は 、 パ ソコ ン と TNC を 使用 し て 送受 信 の 操作 を する デー 
タ 通 信 の ひと つ で す 。 


8-2-1 パケ ッ ト 通 信 の 接続 


3.5 み PLUG 


Sp で て マ 

GND 

MIC で ツマ 

3.0VW- へ 

GND PTT 
oeNn oOW 


3.0V 


内 部 の 3dV ラ イン が か ら 100@ の 抵抗 を 通し て 電圧 が 供給 され ます 。 


本 機 で パケ ッ ト 通 信 す る と き は 、 上 記 の よう に 接続 し ます 。 
バケ ッ ト 通 信用 TNC (市 販 オ プシ ョ ン : Terminal Node Control- 
ler) の 各 端 子 と 接続 する と き は 、 本 体 上 面部 の SP 端 子 に 3.5 ゅ プラ 
グ 、MIC 端 子 に 2.5 ゅ の 小型 プラ グ を 使用 し て くだ さい 。 
・ 入力 レベ ル の 調節 : 本 機 の MIC 端 子 に は 入力 レベ ル を 調節 する 機 
能 は あり ませ ん 。TNC 側 で 入力 レベ ル を 調 
整 し て くだ さい 。 
・ 出 力 レ ベル の 調節 : SP 端 子 か ら の 出力 レベ ル は 本 体側 の ボ 
リュ ー ム で 調節 し て くだ さい 。 


・TNC と パソ コン な どこ と の 接続 方 法 は 、 TNC の 取扱 説明 書 に 従っ 
9 て くだ さい 。 
注意 また 、 バ ソコ ン 、.TNC、 本 機 と の 距離 が 近 す ぎる と 、 ノ イズ が 
発生 する こと が あり ます 。 そ の 場合 は で きる だ け 離し て お 使い 
くだ さい 。 
、 パ ケッ ト 通 信 を 行う と き に は バッ テリ ー セ ー プ 機能 を OFF に し 
て くだ さい 。 
。 1800bps 以 下 で ご 使用 くだ さい 。 


9. 保守 ・ 参 考 


リセ ッ ト を する と 、 加 種 の 設定 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り ます 。 


9-1-1 オー ルリ セッ ト 
メモ リー お よび 各種 設定 が すべ て 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り ます 。 
頭 FUNC キ ー と ダイ ヤル を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


四 ディ スプ レイ の 表示 が すべ て 点灯 し て いる 間 に 、 
FUNC キ ー を 離し ます 。 


9-1-2 パー トリ セッ ト 
メモ リー の 登録 内 容 は 保持 し 、 そ れ 以 外 の 各種 設定 が すべ て 工場 出 
荷 時 の 初期 値 に 戻り ます 。 
請 FUNC キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


思 ディ スプ レイ の 表示 が すべ て 点灯 し て いる 間 に 、 
. FUNC キ ー を 離し ます 。 


工場 出荷 時 の 初期 値 


回 還 較 昌 昌 TCJE 肖 間 Oc 


61 


攻 g ーー トー ラテ ーー 
一] ぉ 「 
amn | m | 
| ogF | 

ンプ 点灯 ON(5sec) 


バッ テリ ー セ ー ブ 


バッ テリ ー タ イプ (Ltion) ら (Li-ion) 


VOX 感 度 

シフ ト 周 波数 

T/TSQ 変 更 連動 設定 
トー ンコ ー ル 音 


0.600MHz S.U00MHz 


BCLO 一 本 | 


5.000MHz 


88.5Hz 


シフ ト 方 向 ( レ ビー ター 機能 用 ) 
シフ ト 周 波数 (レビ ー タ ー 機 能 用 ) 
トー ン 有 / 無 (し レビー ター 機能 用 ) 
トー ン 周 波数 (レビ ー タ ー 機 能 用 ) 


ATT (アッテネータ ー) 設定 


マイ ナス 
0.6UOMFHz 


88.5Hz 
DFF 
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9. 保 守 ・ 参 考 


( ら 
じ 」 
ォ 
遇 


EBP-60 
EDC-138A 
EDC-138R 
EDC-138 
EDH-33 
EMS-58 
EME-12A 
EME-13A 
EME-15A 
EME-18A 
EME- ら 1A 
EME-23A 
EME- ど 9A 
EME-6 
EME-26 
ESC-40 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 

切 速 充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト 
急速 充電 追加 スタ ンド 

AC ア ダ プ ター 単体 

シガー DC/DC コ ン バ ー タ ー 
スピ ー カ ー マ イ ク 

VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イプ ) 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (インナ ー タ イプ ) 
VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 

へ ヘルメット 用 ヘッ ド セ ッ ト 

イヤ ホン マイ ク (へ ビー デュ ー テ ィ }) 

イヤ ホン マイ ク 

イヤ ホン マイ ク (へ ヘビー デ ュー ティ 耳 が け フ ッ ク 付 ) 
イヤ ホン (スト レー トコ ー ド ) 

イヤ ホン (カー ルコ ー ド ) 

ソフ ト ケ ー ス 
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8. 保守 ・ 参 考 


9-3 故障 と お 考え に な る 前 に 


次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん 。 よ く お 確 か め に な っ て くだ さい 。 
処置 を し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト を する こと で 症状 が 回 復 する 場 
合 が あり ます 。 


KN 。 |m 。 | 時 。 | 


電源 を 入れ て も 、 何 も 表 | バッ テリ ー バ ッ ク が 接触 1 バッ テリ ー パ ッ ク の 電極 の 
示し な い 。 不良 を お こし て いる 。 活 れ な ど を 取り 除く 。 
電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 
電源 スイ ッ チ を 享 す の が | 電源 スイ ッ チ を 少し 長め に 
早 す ぎる 。 押す 。 
音 時 が 低 す ぎる 。 問 切 な 音 時 に 設定 する 。 
スケ ル チ レ ベル が 高 す ぎる 。 | 適切 な スケ ル チ レ ベル に 設 
定 する 。 
トー ンス ケル チ が 働い て | トー ンス ケル チ を 解除 する 
いる 。 か 、 担 手 の ト ー ン に 合わ せる 。 
PTT キ ー が 押さ れ 、 送 信 | PTT キ ー を 離す 。 
状態 に な っ て いる 。 
周波 数 表示 が 異常 に な っ | CPU が 誤 作 動 し て いる 。 
て いる 。 


スキ ャ ン が で き な い 。 


周波 数 、 メ モリ ー No. が 
切り 替 わ ら な い 。 


キー 操作 が で き な い 。 


音 が 出 な い 。 
受信 斉 が キャ ッ チ で き な い 。 


リセ ッ ト す る 。 


スケ ル チ が 開い て いる 。 


スケ ル チ を 雑音 の 消え る 値 
に 設定 する 。 
キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 


キー ロッ ク が 設定 され て 
いる 。 
キー ロッ ク が 設定 され て 
いる 。 
レビ ー タ ー 機 能 が 使用 で | レビ ピー ター 設定 が 間違っ 
て いる 。 

電池 が 消 耗 し て いる 。 


キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 


レビ ー タ ー 機 能 の 設定 を 確認 
する 。 
充電 を お こ な う 。 


送信 が で き な い 。 
送信 する と 、 表示 が 点滅 ・ 
消灯 する 。 


送信 が で き な い 。 
送信 し て も 応答 が な い 。 


PT+ キ ー が 確実 に 押さ れ | PTT キ ー を 確実 に 押し て が 
て いな い 。 ら 送 信 

オフ バン ド に な っ て いる 。 | 送信 周波 迷 の 範囲 内 で 送信 
(シフ ト 設 定時 ) する 。 

周波 数 が 違っ て いる 。 相手 局 の 周波 数 と 正しく 合 
わせ る 。 

充 吉 を お こ な う 。 


受信 中 に 表示 が 点 減 ・ 消 電池 が 消耗 し て いる 。 
灯す る 。 


9-4 申請 書 の 書き か た 


本 機 は 技術 基準 適合 証明 ( 技 適 ) を 受け た 無線 機 で す 。 本 機 に 貼っ て ある 
技術 基準 適合 証明 ラベ ル に 技 適 証明 番号 が 記入 され て いま す 。 本 機 に 付属 
装置 (TNC な ど ) や 付加 装置 を 付け る 時 は 、 非 技術 基準 適合 証明 無線 機 に 
な り ま す の で 保証 認定 を 受け て 申請 し て くだ さい 。 
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9. 保守 ・ 参 考 


9-4-1 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 
「 舞 線 局 事項 書 及び 工事 設計 書 」 裏 面 の 「16 工 事 設計 書 」 に 技術 適合 
証明 番号 を 記入 し て くだ さい 。 


記入 例 (DJ-S12 の 場合 ) 


Ex7.] 
電 カ 


ロ m 
ロ 4vF ロ 


※1 DJ-S12 : 144M と 4VF の 項 に チェ ッ ク を 入れ 、 空 中 線 電 力 の 枚 に は ら W と 記入 。 
DJ-S42 : 430M と 4VF の 頂 に チェ ッ ク を 入れ 、 空 中 線 電力 の 擬 に は ら W と 記入 。 

※ の ら 技 適 証明 ラベ ル の 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し ます 。 

※3 無線 局 免許 手続 規則 第 15 条 の 3 第 4 項 を 適用 する 場合 (技術 基準 適合 証明 を 受け た 
無線 機 に 、 電 波 型式 が 追加 され た り 、 空 中 線 電力 が 変わ る 付加 装置 な ど を つけ ず 使 
用 する 場合 ) は 右 の 各 和 机 の 記載 不要 で す 。 

※4 移動 する 局 の 場合 は 記載 不要 で す 。 


10. 定格 


10. 定 格 


送信 周波 数 範囲 
受信 周波 数 男 囲 


144.000-145.985MHz 
138.000-) 73.995MHz 
F3E 


430.000-439.985MHz 
420.000-459.985MHz 


周波 数 安定 度 5 ら ー+5npm (C10Cー 60 や ) 
アン テ ナ イ ン ピ ビー ダン ス 50Q(SMA) 
DC3.O-B.0V 


Fm 


アル カリ 電池 : 単 3X ら 本 、 リ チ ウ ムイ オン 充 加 池 : EBP-6O 
57(W) x98(HD X ら 7.9(D)mm (突起 物 除く ) 
約 165g(SMA ア 刀 と 多加 電池 含む ) 


四部 DC6.0V : 約 1.0A 
約 65mA 約 70mA 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 


| ーーーーー-、 、 | DJ-S12 DJ-S42 


ハイ バ ワ ー : 約 GW ロー バ パワー : 約 0.5W (DCB.0V) 

電源 電圧 |Liion "| ハイ バ ワ ー: 約 1W ロー バ ワ ー : 約 0.3W (送信 出力 EBP-60O) 
ハイ バ パワー : 約 D.BSW ロー バ ワ ー : 約 0.1W ( 単 3 さ X 本 ) 
リア クタ ンス 変調 
5kHz 

不要 直 射 強度 -6OdB 以下 
マイ クイ ン ピ ー ダ ンス 約 6k ロ n 


受信 部 
に DJS4g 
ダブ ルス ー バ パー ヘテロ ダイ ン 


中 間 周 波 到 
感度 (12dBSINAD) 
選択 度 


| 選 所 度 。。 | 
低 周波 出力 (GO) 
スプ リア ス 妨 比 


スケ ル チ 感 度 


1st : 1.7MHz 2nd : 45OkHz 
-・16dBp 以下 
-BdB : 12kHz 以 上 、-6OdB : 35kHz 以 下 
180mW 以 上 、・1 50mW 以 上 (1096 歪 ) 


-16dBp 以 下 
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